
 
 
 
 
 

ピカピカの１年生 

 令和２年４月１０日 No.２ 

佐 世 保 市 立 赤 崎 小 学 校 

学 校 通 信 

文責 校長 鶴田 和久 

 ４月８日、赤崎小学校の入学式を行いました。コロナウイルス感染拡大防止のため、入学

する子どもたちとその保護者の皆様、そして学校職員の一部という縮小したかたちでの実施

となりました。５８名の新１年生。みんな瞳をきらきらさせて、まさにピカピカの１年生だ

なと改めて感じさせられました。入学式において私から以下のような内容を話しました。 

さきほど、みなさんが一人一人、元気に 
はっきりと返事をするのをここから見てい 
ました。とても上手でした。 
それでは、今から、みなさんが赤崎小学 

校の一年生として、こんな子どもになって 
ほしいなと思うことを四つお話しします。 
よく聞いてください。 
 一つめは、規則を守り明るい学校を作る 
子です。 
 学校には、みんなが元気に安心して生活 
できるために、いろいろなきまりがあります。 
 そのきまりをしっかりと守り、明るく楽しい学校生活を送ることができるようにしましょ

う。していいことと、悪いことを考えて、正しいことができる子になってください。 
二つめは、進んで学び考える、かしこい子です。 

 考えたり工夫したりして楽しく勉強することです。 
これから国語や算数、音楽、体育など、たくさん勉強をします。どの勉強も体を動かし、頭

を使って友だちと一緒に楽しく勉強します。すると、いろんなことがわかったりできるよう

になったりします。そのために、赤崎小学校の先生方は一生懸命に教えたり助けてくれたり

します。安心して勉強してください。みなさんは楽しく勉強して、考える子どもになってく

ださい。 
 三つめは、思いやりのある優しい、ささえあう子です。 
クラスや学校にはたくさんの友だちがいます。みんな赤崎小学校の仲間です。どの友だち

にも優しく親切にして、仲良くしましょう。友だちが困っているときは助けてあげましょう。 
みんなで仲良くする子になってください。 
 四つめは、目標を持って頑張る、きたえる子です。 
 自分ががんばろうということを見つけたら、途中であきらめずに最後までがんばりましょ

う。 
 そのためには、みんなで元気よく遊び運動して丈夫な体をつくってください。また、元気

になるためには、早寝早起きや朝御飯をしっかり食べるなど、規則正しい生活をすることも

大切です。   
途中で投げ出さず、最後まで頑張る子になってください。 

 この４つのお話に出てくる、「規則を守り明るい学校を作る子」の「あ」、「かしこい子」の

「か」、ささえあう子の「さ」、「きたえる子」の「き」。 
 この４つの字をつないでみると、「あ」「か」「さ」「き」という言葉になります。 



 

 
 
 
 
 
 
 

 入学式を終えて、昨日９日は、１年生最初の登校でした。校門でのあいさつはひときわ元気

で、張り切っている様子がこちらに伝わってきました。教室の中では、持ち物の確認などしっ

かりと学習に取り組み始めていました。 

「あかさき」の子どもになれるよう、がんばりましょう。 
 保護者のみなさま、お子さんの赤崎小学校へのご入学おめでとうございます。 
新型コロナウイルス感染拡大の防止のために、一時は開催を危ぶみもした入学式でした。形

こそ縮小したものとなってしまいましたが、新入生の皆さん、保護者の皆様とともにこうして

入学式を執り行えますことをとてもうれしく感じています。    
私たち赤崎小学校の職員は、みなさんのご期待、思いや願い、不安などを真撃に受け止め、

それにお応えできるようお子さんの教育・指導に尽力して参ります。 
ご家庭におかれましても、これから先、お子さんのことでわからないことや困ったことがあり

ましたら遠慮なく学校にご相談ください。また、学校からはいろいろな連絡や通信などが行く

と思いますが、是非お目通し頂き、ご理解とご協力をお願いします。 

新型コロナウイルスへの対処について 

 安倍首相による緊急事態宣言が近隣の福岡県にもだされました。その福岡では、感染経路が不

明の発症者が増加しているとの報道もなされています。学校では、特に、密閉・密集・密着という３

つの「密」が重ならないということを視点に、始業式・入学式を含めた学校での教育活動を行ってい

るところです。ここで、再度、「新型コロナウイルス感染拡大防止」のための基本的な対処法について

確認をし、ご協力をお願いしたいと考えています。 

〇 毎朝の検温及び風邪症状の確認 

  →自分自身の体調管理を確実に行うことで、他者への拡大を防ぐ。 
 
〇 手洗いや咳エチケットの徹底    

  →飛沫感染や接触（直接・間接を問わず）感染の経路を断つ。 
 
〇 十分な睡眠，適度な運動やバランスの取れた食事 

  →自らの抵抗力（免疫力）を高める。 

 このようにして、改めて見直してみると一つ一つの取組は決して難しいものではないことがわかり

ます。しかし、これらの取組は確実に継続して行わなければならないことが非常に重要だと考えま

す。いつまで続ければという明確な目標が見えない現状ですが、お互いに声を掛け合い、励まし合

いながら取り組んでいきたいと思っています。保護者の皆様には、ご理解の上、ご協力をよろしくお

願いします。 


